
　（様式３） 事業所名　グループホームおおむろ

目標達成計画 作成日：　平成　２５年　１月　２４日

優先
順位

項目
番号

現状における問題点、課題 目標 目標達成に向けた具体的な取り組み内容
目標達成に
要する期間

1 45

入浴介助を行っても記録に残っていなかった
り、入ったか入っていないかの申し送りがきちん
とできていない点がみられる。また、チェック方
法が両ユニット違っている点も改善が必要。ま
た、入浴の誘い方をもう少し上手に行い、全入
居者様が定期的に入浴できるようにする必要が
ある。

①全入居者様が定期的に入浴てきる
②入居者様の入浴を全職員が確実に把握
③入浴チェック・記録を確実にする

・入浴チェック表を確実に記載する。その日の
終わりに必ず確認する。（入浴当番でなくとも）
・入浴された方の生活記録には様子を必ず記
入する。
・拒否のある方については、声掛けの職員を代
えて行う。
・拒否が強くどうしても駄目な日は、翌日必ずお
誘いする。
・行事や職員人数・風邪の流行等で実施できな
い場合は、前後で調整する。（実施できなかっ
た理由をチェック表に記載する）
・両ユニットのチェック方法を統一する。

6ヶ月

2 24

センター方式をしなくなっている。その為、入居
者様個々に合った暮らし方を把握できていな
い。過去の生活歴や入居者様個々の思い・望
んでいる事の把握に努め、その方に合った支援
ができるようにする必要がある。

お一人おひとりに合った支援方法を探る。そ
の結果、下記の個々の外出支援にも繋げて
いく。

・ご家族様にも協力して頂き、お一人おひとりの
生活歴表を作成する。（生まれてから現在まで）
・センター方式を活用し、お一人おひとりが何を
望まれ・何を楽しみ・何を苦痛と感じているか等
を知る努力をする。

12ヶ月

3 49

ユニット毎に外出はしているが、個々の外出支
援があまりされていない。職員側が場所を決め
るのではなく、入居者様の馴染みの場所へお連
れする等の支援が必要。

きめ細かい関わりを持てるよう、少人数で馴
染みの場所へでかける。

・ご本人様の行きたい場所・よく行った場所をお
聞きし、馴染みの場所を知る。
ご自分で言えない方はご家族に協力をお願い
して馴染みの場所をお聞きする。
・ユニット毎で計画を立て、毎月数人ずつ馴染
みの場所へお連れする。

12ヶ月

4 2

運営推進会議のご家族参加がほとんどない状
態。開催日の調整を行い、ご家族様の参加を増
やす必要がある。

ご家族の運営推進会議への参加率をあげる ・年に1回から開催日を平日以外にし、ご家族
様に参加を促す。
・会議を始める前に昼食にお招きする。 12ヶ月
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5 4

様々なボランティアをお呼びしているが、子供さ
んに来て頂くことができていない。子供さんと触
れ合い時間を提供する必要がある。

最低でも年に1回は子供さん達に来てもらい
入居者様と触れ合う時間を設ける

・近隣の幼稚園・保育園・小学校へ出向き、慰
問のお願いをする。
・職員のこどもが通っている幼稚園等にお慰問
をお願いする。
・学校行事に入居者様が見学に行けるようお願
いする。

12ヶ月


